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奈■・人 と白ム の会

膠調誌 :第 32号 :平成■6年 9月 ■日発行 奈良 0人 と自然の会

8月 例会 吉野 B十津川村自然観察会報告 実施日8月 23日 ～24日

8月 23日  近鉄人木駅前にて集合。9時過ぎ奈良交通バスに参カロ者 27名乗車。雨模様の空でしたがど

)_にか成ると明るく出発. 幹事の司馬遼太郎の十津川についての文章の朗読を聞きながら大淀町に差 し

事かる。下市町そして西吉野村の柿の果樹園を右に左に見ながら、大塔村にかかる。先日テレビで放映さ

れた宇井の山崩れのため対岸の県道を迂回する。やはり山崩れの現場は恐ろしい。もしも200メ ニ トル南

であったら人的損害も出ていただろうと背筋が寒くなる思いがした。

谷瀬の吊橋近くなつて小雨が降り出した。傘を差して三々五々吊橋を往復し、橋のたもとの食堂で昼食

を取る。 だんだんとttJll村 らしく谷が狭くなり、パスのフェンダーミラーに葛の葉が蔓ごと引つかか

ったりするほどである。

次は、笹の滝へ行く予定であつたが取り付き道路の山崩れの為、変更して21世紀の森・紀伊半島森林

植物公園へ寄る。公園から見上げる尾根道は南奥駆け道で、奥駆の法螺員の音が時々聞こえてくると係 り

の人が教えてくれる。シャクナゲがたくさん集めてあり山桜も美しいので4月 下旬から5月 下旬が身頃ら

しい。公園の端に行くと下は恐ろしいほどのがけであつた。山崩れの崩壊地有効利用建設という意味の看

板ヽが立っていた。お客lta々 だけでぁった。

下山して十津川温泉 昴の郷ホテルに入る。山小屋風の宿泊所だと思つていたが、第ニセクター方式の、

敷地も広く、静かで食事も部屋も快通な (料金も !)と ても良いホテルであつた。
'幹

事の宿の選定に感

謝。これが大阪近辺に有ればすぐにでもまた来るのにと、皆で話し合らたものです。

夜中は雨と雷光で心配していましたが、夜明けと共におさまつて、なんと良いお天気になつたことか !

「玉置山神社Jに向けてホテルを 8時半出発。 標高 150■ 足らずのfrJ:1温泉郷より「玉置山神社」へ向

けて標高差約 750mを バスは登ります。 道は狭く軽 トラックとようやくすれ違った時は拍手が起きた

ほどスリル満点の道でした。 「玉置山神社」及び玉置山は、大杉、換絵、植物植生の豊富さ、見晴らしの

よさなどなどどれをとつても一級品でした。これだけの自然が残つていることは、神道という宗教の力と、

残した人の心が有つてのことと感謝ご

玉置山を下り、川原の広くなつた新宮川 (十潮 ||)を左の車窓から眺めながら熊野本宮社へ、そしてバ

スの中で昼食を取りながら瀞峡船乗り場へ、 2時に到着. 2時 10分の貸切船で瀞峡へ向けて出発。心

地よい川風と快適な乗り心地についうとうとと居眠りをする人も多く、あつとゆうまに瀞峡の山水画の世

界へ到着。 下船後約 100mの崖の階段登りに息を切らす。 見下ろす瀞峡もおつなものでした。

迎えのバスに乗り、大和人本に向かつて上北山村経由にて帰宅の途に着く。十津川渓谷沿いの道より広

く快適に大台ケ原の下を通る:途中小処温泉にて入浴予定が休館自とわかり、薬師の湯にて一汗拭い、7

時半頃に全員無事に来着する。

吉野熊野が世界遺産に登録されたこの時、グットタイムに企画された、大変良い観察会であつたと思い

ます。

幹事の皆さんには大変お世話に成りました、色々な御気ずかいありがたく感謝しております。
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玉置山神社参道ミニ観譲メモ
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記 藤澤美穂

県民フオーラム「環境フエアー:みんなでとめよう温暖fヒ」へ出展

樋□ 善雄
7月 31日

'(土
)に、「環境フエアー」が大和高田市の『地域地場産業振興センター』

で開催され、「人と自然の会」も協賛出展しました.年を逐う毎に、また回を重ねる
ごとに来場者総数は、増加の傾向を示し、今年は 1,800名余り(政策課調査)と発表
されています。(昨年は1,000名弱)

昨年同様に、自然工i乍を主体とした出展でしたが、私たちのプースにも延べ 350

名余の人が立ち寄り、工作を楽しんで行かれました。

当会からの出席スタッフは、計9名 .

[出展パネル]①奈良忍辱LLの桧林問伐 ②南生駒西畑地区の棚田復活作業
[出展工作]①セミ丸<ん  ②鳩笛  ③バードコール
昨年に比べ2倍の材料がPM3100には消化され、スタッフー同は手持ちぶさたに

なつた次第。来年は出展パネルの枚数をもっと増やして、一般への啓蒙を図っても
良いと思われた。

ボランティア活動保険について (2)《 前号の追加≫、

下記を追加いたします。

対象となるボランティア活動とは

日本国内における「自発的な意思に基づき他人や社会に貢献する無償のボランティア活

動」をさします。従らて対象地区は奈良県に限定されず、国内全域で、かつ奈良 。人と自

然の会の企画された行事のみならず、会をはなれて1個人が実施した上記の括弧内の活動

をも含みますので、念の為。 文責 大石門三
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奈良・忍辱山森林整備作業に参加 して

中畑 進

奈良市の春 日山原始林を取 り囲むように 大慈山 (だいじせん) 忍辱山 (に

んにくせん) 菩提山 (ぼだいせん)と いつた宗教的な地名の村があります。

菩提山には正暦寺 (し ょうりゃくじ) 忍辱山には円成寺 (え んじょうじ)と

いう有名なお寺があり 春や秋には多くの人が訪れます。

私がその一つ忍辱山国有林で寺田正博 さんたちの指導の下に森林整備のボラ

ンティアを始めて半年になります。 とは言つても月に 2回ですからまだ 10回

ほど体験 したに過ぎません。

「チェンソーは使いません」晴黎電機は使いません」と聞いているので安心 して

作業ができます。 ヘルメッ トも鋸も準備 してくれているので 身一つで参加

できます。

近鉄奈良駅からバスで 650円 (往復 1300円 )が年金生活者にはちよつと

した出費ですが、他の参加者の車に便乗することも出来ます。

午前は 10時頃か ら2時間、午後は 1時 ごろから2時間、与作たちは本を切 り

ます。 ヘイヘイホー ヘイヘイホー

遠 くでシジュウカラが鳴き、近くでエナガがつぶやきます。 倒れた本に代わ

って太陽が顔を覗かせ、風が通 り過ぎます。

♪♪「お山の杉の子」

むか しむかしその昔 椎の本林のすぐそばに 小さなお山があつたとさ

あつたとさ

丸々坊主のはげ山は いつでもみんなの笑い者

「これこれ杉の子起きなさい」お 日様にこにこ声かけた 声かけた

♪♪「与作」

与作は木を切る ベイヘイホニ ヘイヘイホー

こだまはかえるよ ヘイヘイホー ヘイヘイホー

女房は機を織る トントントン トントントン

気立てのいい嫁だよ トントントン トントントン

与作になつてみたい方はどうぞお気軽に忍辱山へお越し下さい。

道具は何とでもなります。

00o
★平城旧跡ツパメの寝ぐら入りが見られました。 8月 の初旬から下旬にかけて、タカ6時

30頃より7時 10頃まで日没と同時に、再建工事中の第二大極殿前の葦原に入ります。

約 2万羽  (誰が数えたのでしょう?)が乱舞する華麗なショウが約30分間繰り

広げられます。(中旬頃が一番見ごたえあり)             大寺

。(大寺さんに教えてもらい早速見に行きました。)本当に空一面多い尽くすのではと思え

るほどの数です。南へ帰る準備なのでしょうね。
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旅記行(I) 屋久島

市村 米子

旅人 男 2名  女 2名  コバル トブルーの海に浮かぶ豊かな自然に囲まれた島 屋久島

(周 囲 1 3 2km 面積 500kぽ ) 千古の大樹が生きる世界遺産の森 多くの巨樹、屋

久杉 (樹齢1000年を超える物に与えられる称号)今回はなかでも最大とされる縄文杉

を求めて気の合う仲間で4泊 5日 の旅に出ました。

4月 16日

屋久島行きの直行便は無く、ひとまず鹿児島に降り立つ。乗り継ぎ迄時間が有るので焼酎

ビンの大きなモニメントが目を引くチエコ政府観光局に足を向ける。チエコ人シエアによ

る料理 ビボバルスキーバ~ネ フ (ピザに似た感じだがそのビッグサイズ豪華版といつた

ところ)と 地ビール4銘柄を注文した。

屋久島に渡リレンタカーで屋久杉自然館に着いたが、600円の入場料が高いと入らず、

入り日の茶店でゲットウで包んだお餅を食べる。何のこつちや?

屋久島環境文化村研修センターを見学 (こ こは無料)1

0人以上だと宿泊や色々な研修に参加する事が出来る.

次回はぜひとも利用したい。皆様も行きませんか ?

安房の民宿「民宿安房」に着く。奥さんの手料理もなか

なかいけるし、安くて綺麗だ。明日、屋久杉の植樹祭が

あり、その行事に参加するという同宿の人とも話しが弾

んだ。

4月 17日

朝 4時起床 20分 後出発 レンタカーで暗い山道をひ

たすら走る。

新川登山口に着くと、どうにか辺 りが見え出し朝食にす

:Li二嘗縁雷i嘗1こ警tよ員難二::薇雲奮ittl関
るきます。大株歩道入り日からは急な登り、翁杉・ウイルソン株・大王杉・夫婦杉等の巨

樹に敬意を払いつつ メジロやミソサザイのさえずりに励まされ、本に巻きつけたピンク

色のテープを頼りに黙々と本の根つこ路を登ります。

10時 30分  やつとお目にかかれました。縄文杉の雄雄 しい姿には圧巻 され、感

動 !!!!
イヤーマーよく7200年 も生きてきたもんだ。樹高25,3m胸 高周囲16,4m 直

径 5,lm(内側の空洞から採取した木片の科学的な判断に寄ると2170年 ともいわれて

いるが?)

縄文杉の根元でお弁当を開くと、可愛いヤクシカの規子が首をかしげながら近寄つてくる。

下山途中のこと、オットトト Kさ ん 足が根つこに引つかかり体が 1回転する。もう歳

ナンヤカラ気イツケヤー。往路のトロッコ道の単調さには参る。

もう1泊同じ宿にアンコール.
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4月 18日

標高1000mの ヤクスギランドに向かうが、ポツリポツリ 雨が当たつてきた。

苔むしたうつそうとした森に遊歩道が整備されており、森の成り立ちや、江戸時代に屋根

の平本を作るために伐採されたことなど学習。 自然体養林の森を、ここでも樹齢 100
0年を超える多くの屋久杉に出会いながら、 1時間20分散策。針葉樹に混じリリンゴツ

バキやカシ、ナナカマ ドやハリギリなども混生しており、時間が許せばもつと日本の森林

の原型とぃわれるこの森をゆつくリウォッチングしたいと思います。

屋久島環境文化センターでは大型スクリーンで映像を観たり (半分ウトウト)島の紹介や

暮らしぶりを聞いた後、すつかり屋久島を気に入つてしまつた Kさ ん、屋久島環境文化財

団友の会ファンクラブに入会したのだ。昼食はここの食堂でユニークなトビウオの姿焼き

を頂く。雨も上がってきた。

4oO摯 X200mの一枚岩の花嵐岩に落差66mの豊富な水量を誇る滝が、二気に流れ

落ちる大川の滝 (オオコ)は迫力があります。※5月 4日 ここで沢登りをしていた人3

人が増水で川に流され死亡したというニュースをご存知の方もいらつしゃるかと思います。

4月 19日

残念ながら朝から雨。林芙美子は小説浮雲で雨の多い屋久島を『月に35日 雨が降る」・ と

描写したが・・・・

旅の本に掲載されていたバン屋さんに立ち寄る。(朝食を済ませたというのに、よく入るネ)

石楠花園に入ったがお目当てのヤクシマシャタナゲはまだ咲いていませんでした。

雨も小降りになり、西部林道で出会つたヤクザルにカメラを向けた。とたん、ギャーの声

とともに歯を剥きだした親ザルが攻撃に出て来る。慌てて車を発進。怖かつたよ―

矢筈岬 何かいい匂いがしてくるでは有りません力、 本の向こうから声がかかります「オ

ーイ、おいで、一緒に食べよう」見ると10名ほどが大きな鍋を囲んでいいご機嫌です。

遠慮なく4名匂いにつられて 員や魚、野菜の入つた鍋汁や焼酎 (三岳)思いがけなぃご

馳走にありつきます.中でもカメノテ (員 )が美味しく、いいおだしの汁は3杯もお替わ

りしてしまつた。「又おいで」の優しい気さくなM建設の皆糠ご馳走様でした。又伺います。

4月 20日

さあ最終日です。昨日の雨は何処へいつたの?青空です。

もののけ姫の舞台にもなつた白谷雲水峡の トレッキング。林内を流れる清流、重なり合つ

た巨岩、切り立つた薄 、最高峰宮之浦岳への登山口でもあり、三本足杉、ビビンコ杉、

くぐり杉を経て、昨日の雨でいつそう苔が美しく、幽玄の世界に引き込まれながら辻峠ま

で登り、ここから一気に急坂をふんばり、太鼓岩を目指します。

フンダフル !! この眺望 皆様にお見せしたい。大台の大蛇島のスケールを大きくした

感じかな。この素晴らしい残像を瞼に下山です
`

屋久島は平成 5年わが国初の世界自然遺産として登録されました。自然を守り、自然と

共存し、未来に弓lき継いでいきたいとあらためて思いました。



森 と 林 と 木

寺田正博

「木Jが一本の本を指すことは容易に想像出来るが、「林」と「森」の区別は難しい。

本が集まれば林で、もっと集まれば森 ? そう単純なものではないらしい。狭くても鎮守

の森、かっての武蔵野のような広大なものでも雑木林、である。

広辞苑には、森は、樹木が茂り立つ所。林は、樹木の群がり生えた所。と認載されており

ほとんど区帰Jがされていない。漢語にも社と林があり、英語ではwoodと forest
ドイツ語でWaldと Forst、 それぞれ森と林にあたり、この問題は万国共通のよう

である。人工林のように本の高さが揃ったものが林で、原生林に見られるような大小の本

で出来ているものものが森、ともいう。字面からはそんな感じである。平地のものが林で
ヽ山のものが森、ともいう。東北地方には、大鷹森とか大黒森とか、山の代わりに森の字を

使った山の名も多い。

林は明るく、森は鬱蒼とした感じ、という分け方もある。また、木々が「盛り」上がっ

たものが森で、人が「生やし」たものが林だともいうが、あまりあてにならない。
｀
要するに確かな区別不明、森林と呼ばれるためにも幾つかの条件がある。まず、高木で

構成されていること。高木とは背が高く、幹と枝の区別がはっきりしたもののこと。その

逆の背が低くて幹枝の区別のつかないものは低水である。つぎにお互いの枝がふれあって

そして、そんな状態がある程度の面積的広がりを持つこと、である。

包括的に定義すると、「森林とは高木性の樹木がある程度以上の密度をもって、ある程

度の広がりを持ち、それに特有の生態系を形成しているものJということができる。

したがって、並木や数本の寄せ植えはいくら樹高が高くても森林とは呼ばないし、広大

にぎっしりと植わつていても、ツツジの植み込みはは森林ではない。高山のハイマツ林と

はいうが、背が高くならないから、これも森林ではない。        ,
いろいろな森林の意味

☆原生林 (原始林)¨。今まで人手が加わったことがなく、過去に重大な災害等の被害のな

い森林といってよい。処女林ともいう。 (virgin forest)
☆天然林…ほとんど自然状態で成立した、あるいはその過程にある森林を指し、原生林、

天然生林、二次林、などを包括する。人工林に対する語として用いられることが多く

最近は自然林と呼ぶ人もいる。

☆天然生林…伐採を受けたが、その後人手が加わらず、自然のままに再生した森林.

☆二次林…それまでの森林が、天災 。人為を問わず壊れた後に自然にできた森林.

二次遷移 (攪乱後の環境に種子や根茎などの繁殖材料が含まれているところで再開さ

れる遷移)の途上にある森林.アカマツ林やシラカバ林などがその典型.

☆極相林…遷移の最終、極相に達した森林。環境条件によって、二次林的状態のままの場

合もある。

☆人工林…人手によって仕立てられた (人工造林)森林。例…忍辱山国有林

このような術語や合成語になるとほとんどが「森」ではなく「林」を使う。他にも、

針葉樹林、熱帯林、保安ん林…。森林や林業を扱う学問も「林学」である。

参考引用文献   「森と人間の文化史」只木良也  「森との共生」藤森隆郎 他
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